
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

平成２９年度福祉ふれあい作品コンクール 作品募集!!! 

福祉に対する理解と関心を深め、「ともに生きる地域社会」の実現を目指して、今年度

も作品コンクールを実施いたします。「ふくし」とは、ふだんのくらしをしあわせにする

ことです。介護やボランティアはもちろん、日常での家族や友達とのふれあい、助けあい

も福祉です。私たちの身近にあふれる福祉、あなたの思いを作品にしてください。 

また、災害復興をテーマにした作品も募集します。皆さんのご応募お待ちしております。 

【応募資格】登米市内の小学生、中学生 

【募集作品】作文の部：市販の４００字詰め原稿用紙（小学生２～３枚、中学生３～５枚） 

標語の部：所定の応募用紙に『五・七・五』の詩 

ポスターの部：四つ切画用紙 

書道の部：書道用半紙 ※学年により題が異なります。 

【応募作品】未発表作品で各部門  一人１点 

【募集期間/応募先】平成２９年８月１日(火)から９月３０日(土)まで 

学校へ提出してください。 

【審  査】本会審査員会により部門ごとに入賞者を決定します。 

【発表/表彰】入賞者には賞状と副賞、応募者全員に参加賞を進呈します。 

入賞者は登米市社会福祉協議会「福祉のつどい」席上において表彰を行います。 

入賞者名は社協だより、ホームページへ掲載します。 

また、入選作品集の作成、イオンタウン佐沼に作品を展示します。 

※詳しいことは下記へお問い合わせください。 

【登米市社会福祉協議会 本部地域福祉課 ０２２０（２１）６３１０】 
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「ジャパンゴルフツアー選手会」様より、福祉車

両として軽自動車１台が寄贈され、納車当日は、選

手会会長である石川遼プロが納車場所の仙台市を

訪れ、本会会長へ引き渡しを行っていただきまし

た。また、車両助手席のダッシュボードへ直筆のサ

インをしていただき、今後の福祉サービス推進を更

なる推進を誓ってきました。 

 追伸、先日開催されました、「第８７回日本プロ

ゴルフ選手権大会」において国内三大大会で初優

勝、令和初のプロゴルファー日本一の称号を手に入

れました。本当におめでとうございました。 

ご 寄 付 の 紹 介 

【迫支所】 
・㈲迫観光タクシー従業員一同 様     15,000 円 
・五十嵐 美智子  様            50,000 円 
・阿 部 泰 彦  様           11,800 円 
・伊 藤 成 子 様           10,000 円 
【東和支所】 
・米川中学校第１２回卒業生 様      25,099 円 
・吉 野 恵美子  様           7,001 円 

 

令和元年６月１１日～７月１０まで 

【米山支所】 
・米山写友会 様              50,965 円 
【本部】 
・新舞会 代表 不二菊慶 様         30,000 円 
・登米市米山文化協会 様          50,000 円 

★善意銀行預託（本部預託） 
・小さな園芸佐藤ファーム 様      野菜苗 557 本 

特別会員の紹介 令和元年６月１１日～７月１０日まで （１口５千円、順不同） 
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令和元年度登米市家族介護者交流会 

 

在宅でご家族を介護されている方々の交
流や情報交換、日頃の慰労とリフレッシュ
に是非ご参加ください。 
 
日 時 ９月１日（日）１０時～１３時 
参加費 ５００円 
 
※詳細については、社協各支所、 
ケアマネジャー等から通知します。 
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標語の部：所定の応募用紙に『五・七・五』の詩 

ポスターの部：四つ切画用紙 

書道の部：書道用半紙 ※学年により題が異なります。 

【応募作品】未発表作品で各部門  一人１点 

【募集期間/応募先】平成２９年８月１日(火)から９月３０日(土)まで 

学校へ提出してください。 

【審  査】本会審査員会により部門ごとに入賞者を決定します。 

【発表/表彰】入賞者には賞状と副賞、応募者全員に参加賞を進呈します。 

入賞者は登米市社会福祉協議会「福祉のつどい」席上において表彰を行います。 

入賞者名は社協だより、ホームページへ掲載します。 

また、入選作品集の作成、イオンタウン佐沼に作品を展示します。 

※詳しいことは下記へお問い合わせください。 

【登米市社会福祉協議会 本部地域福祉課 ０２２０（２１）６３１０】 

平成２９年度福祉ふれあい作品コンクール 作品募集!!! 

福祉に対する理解と関心を深め、「ともに生きる地域社会」の実現を目指して、今年度

も作品コンクールを実施いたします。「ふくし」とは、ふだんのくらしをしあわせにする

ことです。介護やボランティアはもちろん、日常での家族や友達とのふれあい、助けあい

も福祉です。私たちの身近にあふれる福祉、あなたの思いを作品にしてください。 

また、災害復興をテーマにした作品も募集します。皆さんのご応募お待ちしております。 

【応募資格】登米市内の小学生、中学生 
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「ジャパンゴルフツアー選手会」様より、宮城県

内の市町村社協へ福祉車両として軽自動車が寄贈

され、本会にも１台寄贈されました。  

納車当日は、選手会会長である石川遼プロが納車

場所の仙台市を訪れ、本会会長へ引き渡しを行って

いただきました。また、車両助手席のダッシュボー

ドへ直筆のサインをしていただき、今後の福祉サー

ビスの更なる推進を誓ってきました。 

 追伸 先日開催されました、「第８７回日本プロ

ゴルフ選手権大会」において国内三大大会で初優

勝、令和初のプロゴルファー日本一の称号を手に入

れました。本当におめでとうございました。 

ご 寄 付 の 紹 介 

【迫支所】 
・㈲迫観光タクシー従業員一同 様     15,000 円 
・五十嵐 美智子  様            50,000 円 
・阿 部 泰 彦  様           11,800 円 
・伊 藤 成 子 様           10,000 円 
【東和支所】 
・米川中学校第１２回卒業生 様      25,099 円 
・吉 野 恵美子  様           7,011 円 

 

令和元年６月１１日～７月１０まで 【米山支所】 
・米山写友会 様              50,965 円 
【石越支所】 
・神楽共演石越大会 様           18,494 円 
【南方支所】 
・おっこの会 様               9,720 円 
・匿 名                   1,800 円 

★善意銀行預託（本部預託） 
・小さな園芸佐藤ファーム 様      野菜苗 557 本 

特別会員の紹介 令和元年６月１１日～７月１０日まで （１口５千円、順不同） 

【
本
部
】 

（
法
人
） 

・
石
巻
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱ 

様 
 

１
口 

【
迫
支
所
】 

（
法
人
） 

・
税
理
士
法
人 

石
田
会
計 

様 
 

１
口 

・
仙
北
石
油
㈱ 

様 
 

 
 

 
 

１
口 

・
千
葉
恵
米
穀
店 

様 
 

 
 

 

１
口 

（
個
人
） 

・
五
十
嵐 

美
智
子 

様 
 

 
 

１
口 

・
五
十
嵐 

正 

博 

様 
 

 
 

１
口 

・
吉 

田 
 

 

裕 

様 
 

 
 

１
口 

【
登
米
支
所
】 

（
法
人
） 

・
㈲
金
森
自
動
車 

様 
 

 
 

 

２
口 

・
㈱
サ
ク
タ
公
務
店 

様 
 

 
 

２
口 

・
工
藤
建
設
㈱ 

様 
 

 
 

 
 

１
口 

・
㈲
靴
の
い
わ
ぶ
ち 

様 
 

 
 

１
口 

・
㈲
米
谷
建
設 

様 
 

 
 

 
 

１
口 

・
㈲
協
和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス 

様
１
口 

・
鮱
武
旅
館 

様 
 

 
 

 
 

 

１
口 

・
七
十
七
銀
行
登
米
支
店 

様 
 

１
口 

・
仙
台
銀
行
登
米
支
店 

様 
 

 

１
口 

・
東
海
亭 

様 
 

 
 

 
 

 
 

１
口 

・
ヤ
マ
カ
ノ
醸
造
㈱ 

様 
 

 
 

１
口 

・
㈱
角
田
屋 

様 
 

 
 

 
 

 

１
口 

・
㈱
カ
ワ
ウ
チ 

様 
 

 
 

 
 

１
口 

・
㈲
早
川
建
設 

様 
 

 
 

 
 

１
口 

・
柴
田
接
骨
院 

様 
 

 
 

 
 

１
口 

・
㈱
大
野
屋 

様 
 

 
 

 
 

 

１
口 

・
㈲
後
藤
工
業 

様 
 

 
 

 
 

１
口 

・
東
北
石
材
工
業
㈱ 

様 
 

 
 

１
口 

・
㈲
梅
川
建
設
工
業 

様 
 

 
 

１
口 

（
個
人
） 

・
千 

葉 

建 

一 

様 
 

 
 

１
口 

・
石 

井 

あ
け
み 

様 
 

 
 

１
口 

・
伊 

藤 

哲 

朗 

様 
 

 
 

１
口 

・
中 

澤 

さ
ち
子 

様 
 

 
 

１
口 

・
眞
賀
部 

ト 

シ 

様 
 

 
 

１
口 

・
及 

川 
 

 

潔 

様 
 

 
 

１
口 

・
本 

間 

利 

彦 

様 
 

 
 

１
口 

・
佐 

藤 

千
惠
子 

様 
 

 
 

１
口 

・
千 
葉 

賢 

二 

様 
 

 
 

１
口 

・
及 
川 

則 

夫 

様 
 

 
 

１
口 

・
早 

川 
清 

人 

様 
 

 
 

１
口 

・
伊 

藤 
 

 

久 

様 
 

 
 

１
口 

・
金 

田 

義 
晴 

様 
 

 
 

１
口 

・
米 

本 

秀 
一 
様 

 
 

 

１
口 

 

【
東
和
支
所
】 

（
法
人
） 

・
東
和
町
森
林
組
合 

様 
 

 
 

２
口 

・
米
川
診
療
所 

様 
 

 
 

 
 

１
口 

・
大
慈
寺 

様 
 

 
 

 
 

 
 

１
口 

・
東
和
土
地
改
良
区 

様 
 

 
 

１
口 

・
宮
城
マ
ッ
カ
ラ
ー
米
川 

様 
 

１
口 

・
㈱
岩
渕
製
材
所 

様 
 

 
 

 

１
口 

・
鱒
渕
建
設
㈱ 

様 
 

 
 

 
 

１
口 

・
頼
光
寺 

様 
 

 
 

 
 

 
 

１
口 

・
藤
原
商
店 

様 
 

 
 

 
 

 

１
口 

・
㈲
鈴
木
材
木
店 

様 
 

 
 

 

１
口 

・
七
十
七
銀
行
米
谷
支
店 

様 
 

１
口 

（
個
人
） 

・
小 

出 

智 

之 

様 
 

 
 

１
口 

・
及 

川 

昭 

次 

様 
 

 
 

１
口 

・
千 

葉 

幸 

弘 

様 
 

 
 

１
口 

・
千 

葉 

正 

一 

様 
 

 
 

１
口 

・
佐 

藤 
 

 

昭 

様 
 

 
 

１
口 

・
菅 

原 

洋 

二 

様 
 

 
 

１
口 

【
中
田
支
所
】 

（
法
人
） 

・
本
源
寺 

様 
 

 
 

 
 

 
 

１
口 

・
保
昌
寺 

様 
 

 
 

 
 

 
 

１
口 

【
米
山
支
所
】 

（
個
人
） 

・
渥 

美 

圭 

志 

様 
 

 
 

１
口 

 

登米市家族介護者交流会 
 
在宅でご家族を介護されている方々の交
流や情報交換、日頃の慰労とリフレッシュ
に是非ご参加ください。 
 
日 時 ９月１日（日）１０時～１３時 
場 所 ホテルニューグランヴィア 
参加費 ５００円 
 
※詳細については、社協各支所、 
ケアマネジャー等から通知します。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

平成２９年度福祉ふれあい作品コンクール 作品募集!!! 

福祉に対する理解と関心を深め、「ともに生きる地域社会」の実現を目指して、今年度

も作品コンクールを実施いたします。「ふくし」とは、ふだんのくらしをしあわせにする

ことです。介護やボランティアはもちろん、日常での家族や友達とのふれあい、助けあい

も福祉です。私たちの身近にあふれる福祉、あなたの思いを作品にしてください。 

また、災害復興をテーマにした作品も募集します。皆さんのご応募お待ちしております。 

【応募資格】登米市内の小学生、中学生 

【募集作品】作文の部：市販の４００字詰め原稿用紙（小学生２～３枚、中学生３～５枚） 

標語の部：所定の応募用紙に『五・七・五』の詩 

ポスターの部：四つ切画用紙 

書道の部：書道用半紙 ※学年により題が異なります。 

【応募作品】未発表作品で各部門  一人１点 

【募集期間/応募先】平成２９年８月１日(火)から９月３０日(土)まで 

学校へ提出してください。 

【審  査】本会審査員会により部門ごとに入賞者を決定します。 

【発表/表彰】入賞者には賞状と副賞、応募者全員に参加賞を進呈します。 

入賞者は登米市社会福祉協議会「福祉のつどい」席上において表彰を行います。 

入賞者名は社協だより、ホームページへ掲載します。 

また、入選作品集の作成、イオンタウン佐沼に作品を展示します。 

※詳しいことは下記へお問い合わせください。 

【登米市社会福祉協議会 本部地域福祉課 ０２２０（２１）６３１０】 

平成２９年度福祉ふれあい作品コンクール 作品募集!!! 

福祉に対する理解と関心を深め、「ともに生きる地域社会」の実現を目指して、今年度

も作品コンクールを実施いたします。「ふくし」とは、ふだんのくらしをしあわせにする

ことです。介護やボランティアはもちろん、日常での家族や友達とのふれあい、助けあい

も福祉です。私たちの身近にあふれる福祉、あなたの思いを作品にしてください。 

また、災害復興をテーマにした作品も募集します。皆さんのご応募お待ちしております。 

【応募資格】登米市内の小学生、中学生 

【募集作品】作文の部：市販の４００字詰め原稿用紙（小学生２～３枚、中学生３～５枚） 

標語の部：所定の応募用紙に『五・七・五』の詩 

ポスターの部：四つ切画用紙 

書道の部：書道用半紙 ※学年により題が異なります。 

【応募作品】未発表作品で各部門  一人１点 

【募集期間/応募先】平成２９年８月１日(火)から９月３０日(土)まで 

学校へ提出してください。 

【審  査】本会審査員会により部門ごとに入賞者を決定します。 

【発表/表彰】入賞者には賞状と副賞、応募者全員に参加賞を進呈します。 

入賞者は登米市社会福祉協議会「福祉のつどい」席上において表彰を行います。 

入賞者名は社協だより、ホームページへ掲載します。 

また、入選作品集の作成、イオンタウン佐沼に作品を展示します。 

※詳しいことは下記へお問い合わせください。 

【登米市社会福祉協議会 本部地域福祉課 ０２２０（２１）６３１０】 

平成２９年度福祉ふれあい作品コンクール 作品募集!!! 

福祉に対する理解と関心を深め、「ともに生きる地域社会」の実現を目指して、今年度

も作品コンクールを実施いたします。「ふくし」とは、ふだんのくらしをしあわせにする

ことです。介護やボランティアはもちろん、日常での家族や友達とのふれあい、助けあい

も福祉です。私たちの身近にあふれる福祉、あなたの思いを作品にしてください。 

また、災害復興をテーマにした作品も募集します。皆さんのご応募お待ちしております。 

【応募資格】登米市内の小学生、中学生 

【募集作品】作文の部：市販の４００字詰め原稿用紙（小学生２～３枚、中学生３～５枚） 

標語の部：所定の応募用紙に『五・七・五』の詩 

ポスターの部：四つ切画用紙 

書道の部：書道用半紙 ※学年により題が異なります。 

【応募作品】未発表作品で各部門  一人１点 

【募集期間/応募先】平成２９年８月１日(火)から９月３０日(土)まで 

学校へ提出してください。 

【審  査】本会審査員会により部門ごとに入賞者を決定します。 

【発表/表彰】入賞者には賞状と副賞、応募者全員に参加賞を進呈します。 

入賞者は登米市社会福祉協議会「福祉のつどい」席上において表彰を行います。 

入賞者名は社協だより、ホームページへ掲載します。 

また、入選作品集の作成、イオンタウン佐沼に作品を展示します。 

※詳しいことは下記へお問い合わせください。 

【登米市社会福祉協議会 本部地域福祉課 ０２２０（２１）６３１０】 

平成２９年度福祉ふれあい作品コンクール 作品募集!!! 

福祉に対する理解と関心を深め、「ともに生きる地域社会」の実現を目指して、今年度

も作品コンクールを実施いたします。「ふくし」とは、ふだんのくらしをしあわせにする

ことです。介護やボランティアはもちろん、日常での家族や友達とのふれあい、助けあい

も福祉です。私たちの身近にあふれる福祉、あなたの思いを作品にしてください。 

また、災害復興をテーマにした作品も募集します。皆さんのご応募お待ちしております。 

【応募資格】登米市内の小学生、中学生 

【募集作品】作文の部：市販の４００字詰め原稿用紙（小学生２～３枚、中学生３～５枚） 

標語の部：所定の応募用紙に『五・七・五』の詩 

ポスターの部：四つ切画用紙 

書道の部：書道用半紙 ※学年により題が異なります。 

【応募作品】未発表作品で各部門  一人１点 

【募集期間/応募先】平成２９年８月１日(火)から９月３０日(土)まで 

学校へ提出してください。 

【審  査】本会審査員会により部門ごとに入賞者を決定します。 

【発表/表彰】入賞者には賞状と副賞、応募者全員に参加賞を進呈します。 

入賞者は登米市社会福祉協議会「福祉のつどい」席上において表彰を行います。 

入賞者名は社協だより、ホームページへ掲載します。 

また、入選作品集の作成、イオンタウン佐沼に作品を展示します。 

※詳しいことは下記へお問い合わせください。 

【登米市社会福祉協議会 本部地域福祉課 ０２２０（２１）６３１０】 

福祉に対する理解と関心を深め、「ともに生きる地域社会」の実現を目指して、今年度

も作品コンクールを実施いたします。「ふくし」とは、ふだんのくらしをしあわせにする

ことです。介護やボランティアはもちろん、日常での家族や友達とのふれあい、助けあい

も福祉です。私たちの身近にあふれる福祉、あなたの思いを作品にしてください。 

また、災害復興をテーマにした作品も募集します。皆さんのご応募お待ちしております。 

【応募資格】登米市内の小学生、中学生 

【募集作品】作文の部：市販の４００字詰め原稿用紙（小学生２～３枚、中学生３～５枚） 

標語の部：所定の応募用紙に『五・七・五』の詩 

ポスターの部：四つ切画用紙 

書道の部：書道用半紙 ※学年により題が異なります。 

【応募作品】未発表作品で各部門  一人１点 

【募集期間/応募先】平成２９年８月１日(火)から９月３０日(土)まで 

学校へ提出してください。 

【審  査】本会審査員会により部門ごとに入賞者を決定します。 

【発表/表彰】入賞者には賞状と副賞、応募者全員に参加賞を進呈します。 

入賞者は登米市社会福祉協議会「福祉のつどい」席上において表彰を行います。 

入賞者名は社協だより、ホームページへ掲載します。 

また、入選作品集の作成、イオンタウン佐沼に作品を展示します。 

※詳しいことは下記へお問い合わせください。 

【登米市社会福祉協議会 本部地域福祉課 ０２２０（２１）６３１０】 
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「ジャパンゴルフツアー選手会」様より、福祉車

両として軽自動車１台が寄贈され、納車当日は、選

手会会長である石川遼プロが納車場所の仙台市を

訪れ、本会会長へ引き渡しを行っていただきまし

た。また、車両助手席のダッシュボードへ直筆のサ

インをしていただき、今後の福祉サービス推進を更

なる推進を誓ってきました。 

 追伸、先日開催されました、「第８７回日本プロ

ゴルフ選手権大会」において国内三大大会で初優

勝、令和初のプロゴルファー日本一の称号を手に入

れました。本当におめでとうございました。 

ご 寄 付 の 紹 介 

【迫支所】 
・㈲迫観光タクシー従業員一同 様     15,000 円 
・五十嵐 美智子  様            50,000 円 
・阿 部 泰 彦  様           11,800 円 
・伊 藤 成 子 様           10,000 円 
【東和支所】 
・米川中学校第１２回卒業生 様      25,099 円 
・吉 野 恵美子  様           7,001 円 

 

令和元年６月１１日～７月１０まで 

【米山支所】 
・米山写友会 様              50,965 円 
【本部】 
・新舞会 代表 不二菊慶 様         30,000 円 
・登米市米山文化協会 様          50,000 円 

★善意銀行預託（本部預託） 
・小さな園芸佐藤ファーム 様      野菜苗 557 本 

特別会員の紹介 令和元年６月１１日～７月１０日まで （１口５千円、順不同） 
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令和元年度登米市家族介護者交流会 

 

在宅でご家族を介護されている方々の交
流や情報交換、日頃の慰労とリフレッシュ
に是非ご参加ください。 
 
日 時 ９月１日（日）１０時～１３時 
参加費 ５００円 
 
※詳細については、社協各支所、 
ケアマネジャー等から通知します。 

とめし
社協だより
とめし
社協だより
とめし
社協だより
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両
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贈
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て
い
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だ
き
ま
し
た

車
両
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

(単位：円)

  《流動資産》 271,125,777 　《流動負債》 82,557,226
    預貯金 152,369,552     事業未払金 57,157,580
    事業未収金 118,650,637     １年以内返済設備資金借入金 13,236,000
    前払費用 105,588     預り金 12,163,646
　《固定資産》 959,705,315 　《固定負債》 492,476,080
  基本財産 343,631,976     設備資金借入金 197,573,000
    定期預金 9,000,000     退職給与引当金 294,903,080
    土地 5,643,261 負債の部合計 575,033,306
    建物 311,470,743
    建物附属設備 180,494,675
    減価償却累計額（△） △ 162,976,703
  その他の固定資産 616,073,339   基本金 9,000,000
    建物 28,537,017     基本金 9,000,000
    構築物 5,030,000   国庫補助金等特別積立金 171,133,866
    機械及び装置 4,507,194     国庫補助金等特別積立金 171,133,866
    車輌運搬具 162,848,950   その他の積立金 284,598,702
    器具及び備品 113,474,956     財政調整基金積立金 87,940,000
    減価償却累計額（△） △ 263,673,555     介護保険事業基金積立金 59,000,000
    ソフトウエア 197,748     備品等購入積立金 117,793,000
    退職給付積立基金預け金 293,781,080     記念式典積立金 1,600,000
    退職給付特定退職金 1,122,000     生活安定資金欠損補填金積立金 2,555,449
    財政調整基金積立預金 87,940,000     生活安定資金（原資） 15,710,253
    介護保険事業基金積立預金 59,000,000   次期繰越活動増減差額 191,065,218
    備品等購入積立預金 117,793,000 　　（うち当期活動増減差額） 4,481,057
    記念式典積立預金 1,600,000 純資産の部合計 655,797,786
    生活安定資金欠損補填積立預金 2,555,449
    生活安定資金貸付金 1,359,500

資産の部合計 1,230,831,092 負債及び純資産の部合計 1,230,831,092

貸　　借　　対　　照　　表
平成３１年３月３１日現在

【純資産の部】

【資産の部】 【負債の部】

平成30年度の決算状況について、本会経理規程第69条の規程により、上記のとおり開示いたします。
令和元年7月19日　社会福祉法人登米市社会福祉協議会　会長　遠藤　　尚
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遠 藤   尚 

事務機構 

○本部 
 ・総 務 課 
 ・地域福祉課 
 ・介護福祉課 

○支所（9支所） 

 ・庶務係 

 ・事業係 

○事業所 
 ・登米地域福祉サポートセンター 
 ・介護保険事業所等 
  米山・南方地域包括支援センター、 

居宅介護支援事業所（中田・米山・石越）、 
デイサービスセンター（東和・中田・米山・石越）、 
グループホーム（石越）、地域密着型特別養護老人ホーム、 
米山訪問介護事業所、福祉作業所（豊里・南方）、 

  障害者ケアホーム、計画相談支援事業所 
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○本部 
 ・総 務 課 
 ・地域福祉課 
 ・介護福祉課 

○支所（9支所） 

 ・庶務係 

 ・事業係 

○事業所 
 ・登米地域福祉サポートセンター 
 ・介護保険事業所等 
  米山・南方地域包括支援センター、 

居宅介護支援事業所（中田・米山・石越）、 
デイサービスセンター（東和・中田・米山・石越）、 
グループホーム（石越）、地域密着型特別養護老人ホーム、 
米山訪問介護事業所、福祉作業所（豊里・南方）、 

  障害者ケアホーム、計画相談支援事業所 

任
期
満
了
に
伴
う
本
会
役
員
�
理
事
・
監
事
�
及
び
評
議
員
の
改 

選
に
よ
り
�
理
事
会
�
評
議
員
会
及
び
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会 

が
開
催
さ
れ
�
下
記
の
と
お
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い 

た
し
ま
す
� 

ま
た
�
６
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
第
２
回
理
事
会
に
お
い
て
�
会

長
に
遠
藤
尚
氏
�
南
方
�
�
副
会
長
に
菅
原
晴
男
氏
�
中
田
�
が
そ 

れ
ぞ
れ
再
任
さ
れ
�
新
た
に
副
会
長
に
千
葉
博
行
氏
�
石
越
�
が
選 

任
さ
れ
ま
し
た
� 

新

体

制

で

ス

タ

ー

ト 

�
理
事
会
� 

社
協
の
執
行
機
関
�
15
名
で
構
成
さ
れ
そ
の
中
か
ら
会
長
並
び
に
副
会
長
が
選
任
さ
れ
て

い
ま
す
� 

�
評
議
員
会
� 

社
協
の
議
決
機
関
�
地
域
の
代
表
や
関
係
機
関
の
代
表
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
� 

�
監
事
会
� 

社
協
の
事
業
運
営
、
経
営
状
況
を
監
査
す
る
機
関
で
す
� 

�
地
区
委
員
会
� 

そ
れ
ぞ
れ
の
町
域
で
地
域
福
祉
の
充
実
と
発
展
、
福
祉
の
諸
課
題
等
の
発
見
解
決
に
向
け

た
方
策
な
ど
を
協
議
す
る
機
関
で
す
� 

�
福
祉
活
動
推
進
員
� 

各
行
政
区
に
若
干
名
、
社
協
と
住
民
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
社
協
事
業
の
周
知
や
連
携
、

会
費
の
取
り
ま
と
め
や
加
入
促
進
等
を
担
�
て
い
ま
す
� 

組織機構 

監 事（3 名） 

評議員（ 3 1 名） 

福 祉 活 動 推 進 員 

地 区 委 員 会 

会員（市民・企業等） 会 長（1 名） 

副会長（2 名） 

理 事（12名） 

今
回
の
任
期
満
了
を
も
�
て
退
任

さ
れ
ま
し
た
鈴
木
亮
さ
ん
�
前
副

会
長
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間
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�
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野
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�
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さ
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野
盛

志
さ
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�
飯
塚
敬
子
さ
ん
�
以
上

前
理
事
��
千
葉
信
義
さ
ん
�
前
代

表
監
事
��
星
昭
男
さ
ん
�
小
出
秀

一
さ
ん
�
及
川
義
雄
さ
ん
�
石
崎

誠
功
さ
ん
�
吉
田
美
代
子
さ
ん
�

山
崎
ふ
ぢ
子
さ
ん
�
小
野
寺
彰
哉

さ
ん
�
鈴
木
勉
さ
ん
�
冨
士
原
孝

好
さ
ん
�
以
上
前
評
議
員
�
に
は

多
年
に
わ
た
り
本
会
の
運
営
と
地

域
福
祉
の
発
展
に
ご
尽
力
を
賜

り
�
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
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迫　町
髙　橋　邦　彦

中田町
伊　藤　源　司

石越町
渡　邉　祥　音

中田中学校長
佐々木　邦　治

登米市防災課長
芳　賀　勝　弘

東和町
佐　藤　竹　史

米山町
主　藤　敏　寛

豊里町
佐々木　京　子

石森小学校長
菊　　　祐二郎

中田町
佐　藤　尚　哉

評
議
員 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 の ま と め 

今日の社会福祉を取り巻く環境は、少子高齢化の急速な進展、低経済成長による生活困窮、地域社会や

家族形態の変容、更には個人の価値観やライフスタイルの多様化等を背景に、生活課題や福祉課題が複雑

化且つ複合化しており、地域包括ケアシステムの構築や新たな介護予防・日常生活支援総合事業の実施、

生活困窮者支援の充実、更には地域共生社会の実現に向けた取組みなど、新たな課題に対応するための施

策や仕組みづくりが進められています。 
本会を取り巻く環境はこれまで以上に厳しさを増しておりますが、近年弱くなりつつあった地域や住民

との関わり、繋がりは、各種事業の推進により強くなってきております。今後も地域と一体となり、地域

の抱えている問題を行政並びに関係機関との連携により、一つひとつ解決していきながら地域の持つ力を

高め、繋がりをしっかりと築き上げ、地域包括ケアシステムの構築、地域共生社会の実現に向けての役割

を果たして参ります。そのためには職員同士もしっかりと繋がり、共通認識のもと積極的に地域に出向き

課題・問題の把握に努め、役員等皆さんの理解と協力を得ながら一丸となって市民の声を反映した地域づ

くり・人づくりを進め、本会の基本理念であります『一人ひとりの力を合わせ みんなの幸せのために』

の実現へ邁進して参ります。 

収 支 決 算 

 

平成30年度 事業報告・収支決算報告

収　入
（1,319,561,766円）

支　出
（1,117,757,215円）

会費収入
29,014,900円

経常経費
補助金収入
132,871,757円

受託金収入
148,205,898円

介護保険事業収入
662,344,497円

前期末支払資金残高
189,485,596円

事業収入
15,721,378円

貸付事業等収入
716,300円

寄附金収入
3,915,690円

積立資産取崩収入
18,371,755円

その他の活動による収入
20,784,514円

受取利息配当金収入
34,488円

その他の収入
6,062,537円

障害福祉サービス等
事業収入

85,034,826円

就労支援事業収入
6,997,630円

法人運営事業
147,393,145円

資金貸付事業 3,318,363円

日常生活自立支援事業
6,451,295円

介護保険等事業
664,457,613円

障害福祉サービス等事業
95,169,633円

市受託事業
105,516,481円

地域福祉・ボランティアセンター
29,582,697円

共同募金配分金事業
16,016,439円

福祉センター
指定管理事業
49,851,549円

(単位：円)

  《流動資産》 271,125,777 　《流動負債》 82,557,226
    預貯金 152,369,552     事業未払金 57,157,580
    事業未収金 118,650,637     １年以内返済設備資金借入金 13,236,000
    前払費用 105,588     預り金 12,163,646
　《固定資産》 959,705,315 　《固定負債》 492,476,080
  基本財産 343,631,976     設備資金借入金 197,573,000
    定期預金 9,000,000     退職給与引当金 294,903,080
    土地 5,643,261 負債の部合計 575,033,306
    建物 311,470,743
    建物附属設備 180,494,675
    減価償却累計額（△） △ 162,976,703
  その他の固定資産 616,073,339   基本金 9,000,000
    建物 28,537,017     基本金 9,000,000
    構築物 5,030,000   国庫補助金等特別積立金 171,133,866
    機械及び装置 4,507,194     国庫補助金等特別積立金 171,133,866
    車輌運搬具 162,848,950   その他の積立金 284,598,702
    器具及び備品 113,474,956     財政調整基金積立金 87,940,000
    減価償却累計額（△） △ 263,673,555     介護保険事業基金積立金 59,000,000
    ソフトウエア 197,748     備品等購入積立金 117,793,000
    退職給付積立基金預け金 293,781,080     記念式典積立金 1,600,000
    退職給付特定退職金 1,122,000     生活安定資金欠損補填金積立金 2,555,449
    財政調整基金積立預金 87,940,000     生活安定資金（原資） 15,710,253
    介護保険事業基金積立預金 59,000,000   次期繰越活動増減差額 191,065,218
    備品等購入積立預金 117,793,000 　　（うち当期活動増減差額） 4,481,057
    記念式典積立預金 1,600,000 純資産の部合計 655,797,786
    生活安定資金欠損補填積立預金 2,555,449
    生活安定資金貸付金 1,359,500

資産の部合計 1,230,831,092 負債及び純資産の部合計 1,230,831,092

貸　　借　　対　　照　　表
平成３１年３月３１日現在

【純資産の部】

【資産の部】 【負債の部】

平成30年度の決算状況について、本会経理規程第69条の規程により、上記のとおり開示いたします。
令和元年7月19日　社会福祉法人登米市社会福祉協議会　会長　遠藤　　尚

支 出

1,136,643,
収

入
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